
『平成医療福祉グループの作業療法士が自助具を選ぶ際に安全性を重視することの考察』
occupational therapists at Heisei Medical & Welfare Group consider self-help equipment selection and safety
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【目的】

　2021年に研究者が所属するHMWグループ関連の病院・施設のOTに対して行った調査研究にて,臨
床で自助具を製作するOTの割合は全体の4.9%であった.「自助具を手作りしない理由は何か」という問
いに対して「既製品で間に合う」「時間がない」「耐久性・安全性の問題」という回答が上位に挙がってい

た.「耐久性・安全性の問題」について笹田哲ら（2004）は「OTによる自助具に対する安全性の配慮は１
割で,自助具の製作における製造物責任法への対処は僅かしかなかった」1）と報告している.我々が
行った調査において「耐久性・安全性の配慮」が上位に挙がったことから先行研究との差が認められる

結果となった.この結果を受け「耐久性・安全性の配慮」について再考し,OTが自助具の適切の製作をしな
い理由について明らかにすることで自助具選定に対する幅広い観点をもつOT育成の一助とする.
【方法】

　HMWグループ関連の26病院・26施設に在籍するOT133名にアンケートを実施した.
【結果】

　アンケートの回答率は90%（121/133名）であった．大半のOTは自助具は既製品を提供しており,「はい」が
88%,「いいえ」が4%であった．自助具選びで重視する点については,「コスト」が72%,「手作りできないもの」が
70%,「耐久性」が67%と既製品の強みとなりやすい点が上位となった.笹田哲ら（2004）が報告している内
容1）の報告と比較し,HMWグループのOTは安全性への認識が高くなっている傾向がわかった.

【考察】

　消費者庁は,近年の製品に関する事故の法令等に基づく規制を強化しており,望月和明（2012）によると
「企業にとって製品の安全性確保,安全対策は従来にも増して重要な課題である.」2）と報告している.また,
HMWグループのリハビリ部では臨床管理委員による事故の共有や注意喚起により,リスク管理の意識
が高まり,HMWグループのOTは製品の安全性を重視するようになったと考えられる.また,退院後の継
続的なフォローアップの意識化が進んでおり,従来では退院後の福祉用具の使用に対するフォローが不
完全な場合があったが,新障害者プランの制定によってQOLの向上や安全の暮らしの確保が求められ
るようになったことで退院後の生活を見据える傾向が強くなり,フォローアップが難しい自助具製作を避
けていることが推察される.業務内の限られた時間で自助具製作を行っているため,退院後のフォローを
考えると故障や破損時に買い替えがしやすい既製品を選択することが一つの判断材料になると考えら

れる.安全性の懸念がオーダーメイドの重要性を抑止している要因となり,クライエントの意味ある作業を
実現するOT支援の妨げにならないように対策が必要である.
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